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1955年設立の観光協会（今年で70周年）

2022年一般社団法人化10周年新たにリブランディングに着手



二次交通の見える化
［宿泊税財源の活用］
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作図：公益財団法人日本交通公社
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宿泊税（導入からの5年間とこの先の見込み）

2024



倶知安観光協会収支の推移
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2024
内訳は
予測値
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2024年度宿泊税収
5.6億円
➺2026年から3％へ
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住民ひとりあたりの宿泊税収（参考） ［主要観光地］

［国内宿泊税］＊R5年度
○京都市－年間税収（ 52億円）
○東京都－年間税収（ 44億円）
○福岡県－年間税収（ 19億円）

［海外宿泊税］＊2023年
○ハワイ州（ 1,275億円）
○フロリダ州オーランド

（ 538億円）

［住民1人あたりの宿泊税収］
○京都市－＠3,741円
○東京都－＠ 310円
○福岡県－＠ 374円

［海外宿泊税］
○ハワイ州＠91,071円
○フロリダ州オーランド

＠38,429円
倶知安町の年間宿泊税収は5億6,000万円 ➺

住民（15,000人）1人あたり＠37,333円
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二次交通:ひらふ無料循環バス 運行車輛イメージ
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二次交通:ひらふ無料循環バス サイン表示の改善策
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二次交通:ひらふ無料循環バスの運行（利用実績:今季は3月末までの運行延⾧）
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ひらふ無料循環バス乗車人数（12月-3月）３年度分
2023年度

2022年度

2021年度

年末年始・3連休 旧正月
合計乗車人数

2021年度：7,244人
2022年度：54,553人(前年度比750％)
2023年度：86,260人(前年度比160％)
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■２階建てオープントップバス「スカイバスニセコ」の事業モデル

東京「練馬ナンバー」から
ニセコ「札幌ナンバー」へ

＊航路で輸送

【使用車両】所有会社：日の丸自動車興業（東京）
スペイン製UNVI（エンジン：メルセデス）
２階建てオープントップバス
【運行会社】ニセコバス（1台）・道南バス（1台）

北海道ニセコに降り立ったスカイバス

銀座（東京）を走るスカイバス

梅雨や長雨、猛暑の続く東京。。
7－8月の北海道観光トップシーズン
にインフラをリースし運行
＊地元のバス会社が運行する



二次交通:スカイバスニセコ2022－2024
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住民理解の促進

3年間の累計乗客数が15,000人を突破!



Introduction Of Niseko Model Page

オーバーツーリズムによる課題解消に向けたタクシー活用
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ニセコモデル調印式



シェフのケータリングイメー
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［KTA事業］包括連携協定（タクシー不足課題:GOと連携‐ニセコモデル‐）

出展:GO株式会社
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［KTA事業］包括連携協定（タクシー不足課題:GOと連携‐ニセコモデル‐）

出展:GO株式会社
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包括連携協定（タクシー不足課題:GOと連携‐ニセコモデル‐）



国際リゾート観光地
に暮らす住民の満足度を
「観光DX」で上げる！
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［住民優待（Kutchan ID+）］国際リゾート観光地の現状

26

物価・人件費高騰等による価格転嫁を促すとともに、
町民には割引を適用して暮らしを守る

・燃料エネルギーの高騰
・人件費上昇
・仕入れ値上昇

↓
・物価高
・消費低迷
・利益の減少

↓
➺値上げ



令和3年➺ 950円
令和4年➺1,050円
令和5年➺1,100円
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倶知安町民を認証するLOGO（Kutchan ID＋）

コンセプト）倶知安町民の「明日（みらい）」がどんどんプラスになる

［住民優待（Kutchan ID+）］①住民優待導入の目的



［住民優待（Kutchan ID+）］②Kutchan ID+ の概要
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［住民優待（Kutchan ID+）］②Kutchan ID+ の概要
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●住民優待適用の流れ



観光の受益を
地域住民に還元する！
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KUTCHAN MAGICAL DINING

発売10日間で完売御礼!!
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